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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォームおよ

びソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。このモ
ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/
go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

MSTP の前提条件
• 2つ以上のスイッチを同じマルチスパニングツリー（MST）リージョンに設定するには、そ
の 2つに同じ VLAN/インスタンスマッピング、同じコンフィギュレーションリビジョン番
号、同じ名前を設定しなければなりません。
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• 2つ以上のスタックされたスイッチを同じMSTリージョンに設定するには、その 2つのス
イッチに同じ VLAN/インスタンスマッピング、同じコンフィギュレーションリビジョン番
号、同じ名前を設定しなければなりません。

•ネットワーク内の冗長パスでロードバランシングを機能させるには、すべての VLAN/イン
スタンスマッピングの割り当てが一致している必要があります。一致していないと、すべて

のトラフィックが 1つのリンク上で伝送されます。パスコストを手動で設定することで、ス
イッチスタック全体にわたりロードバランシングを実現できます。

• Per-VLAN Spanning-Tree Plus（PVST+）とMSTクラウドの間、または Rapid- PVST+とMST
クラウドの間でロードバランシングが機能するためには、すべてのMST境界ポートがフォ
ワーディングでなければなりません。MSTクラウドの内部スパニングツリー（IST）マス
ターが共通スパニングツリー（CST）のルートである場合、MST境界ポートはフォワーディ
ングです。MSTクラウドが複数のMSTリージョンから構成されている場合、いずれかの
MSTリージョンに CSTルートを含める必要があり、その他すべてのMSTリージョンに、
PVST+クラウドまたは高速 PVST+クラウドを通るパスよりも、MSTクラウド内に含まれる
ルートへのパスが良くする必要があります。クラウド内のスイッチを手動で設定しなければ

ならない場合もあります。

関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）
MSTP設定時の注意事項, （4ページ）

MSTリージョン, （6ページ）

MSTP の制約事項
• Catalyst 3850および Catalyst 3650スイッチの組み合わせを含むスイッチスタックを含めるこ
とはできません。

•スイッチスタックは最大 65のMSTインスタンスをサポートします。特定のMSTインスタ
ンスにマッピング可能な VLAN数に制限はありません。

• PVST+、Rapid PVST+、およびMSTPはサポートされますが、アクティブにできるのは 1つ
のバージョンだけです（たとえば、すべての VLANで PVST+を実行する、すべての VLAN
で Rapid PVST+を実行する、またはすべての VLANでMSTPを実行します）。

•すべてのスタックメンバーは同一のスパニングツリーバージョンを実行する必要がありま
す（すべての PVST+、Rapid PVST+、またはMSTP）。

• MSTコンフィギュレーションの VLANトランキングプロトコル（VTP）伝搬はサポートさ
れません。ただし、コマンドラインインターフェイス（CLI）または簡易ネットワーク管理
プロトコル（SNMP）サポートを通じて、MSTリージョン内の各スイッチでMSTコンフィ
ギュレーション（リージョン名、リビジョン番号、およびVLANとインスタンスのマッピン
グ）を手動で設定することは可能です。
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•ネットワークを多数のリージョンに分割することは推奨できません。ただし、どうしても分
割せざるを得ない場合は、スイッチド LANをルータまたは非レイヤ 2デバイスで相互接続
された小規模な LANに分割することを推奨します。

•リージョンは、同じMSTコンフィギュレーションを持つ 1つまたは複数のメンバーで構成
されます。リージョンの各メンバーは高速スパニングツリープロトコル（RSTP）ブリッジ
プロトコルデータユニット（BPDU）を処理する機能を備えている必要があります。ネット
ワーク内のMSTリージョンの数には制限はありませんが、各リージョンがサポートできる
スパニングツリーインスタンスの数は 65までです。VLANには、一度に 1つのスパニング
ツリーインスタンスのみ割り当てることができます。

•スイッチをルートスイッチとして設定した後に、spanning-treemst hello-time、spanning-tree
mst max-age、および spanning-tree mst forward-timeグローバルコンフィギュレーションコ
マンドを使用して、helloタイム、転送遅延時間、最大エージングタイムを手動で設定する
ことは推奨できません。

表 1：PVST+、MSTP、Rapid PVST+ の相互運用性と互換性

Rapid PVST+MSTPPVST+

あり（PVST+に戻る）あり（制限あり）YesPVST+

あり（PVST+に戻る）Yesあり（制限あり）MSTP

Yesあり（PVST+に戻る）あり（PVST+に戻る）Rapid PVST+

関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）
MSTP設定時の注意事項, （4ページ）

MSTリージョン, （6ページ）
ルートスイッチの設定（CLI）, （24ページ）
ルートスイッチ, （5ページ）

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）

MSTP について

MSTP の設定
高速コンバージェンスのために RSTPを使用するMSTPでは、複数の VLANをグループ化して同
じスパニングツリーインスタンスにマッピングすることが可能で、多くのVLANをサポートする
のに必要なスパニングツリーインスタンスの数を軽減できます。MSTPは、データトラフィック
に複数の転送パスを提供し、ロードバランシングを実現して、多数のVLANをサポートするのに
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必要なスパニングツリーインスタンスの数を減らすことができます。MSTPを使用すると、1つ
のインスタンス（転送パス）で障害が発生しても他のインスタンス（転送パス）は影響を受けな

いので、ネットワークのフォールトトレランスが向上します。

マルチスパニングツリー（MST）実装は IEEE 802.1s標準に準拠しています。（注）

MSTPを導入する場合、最も一般的なのは、レイヤ 2スイッチドネットワークのバックボーンお
よびディストリビューションレイヤへの導入です。MSTPの導入により、サービスプロバイダー
環境に求められる高可用性ネットワークを実現できます。

スイッチがMSTモードの場合、IEEE 802.1w準拠の RSTPが自動的にイネーブルになります。
RSTPは、IEEE 802.1Dの転送遅延を軽減し、ルートポートおよび指定ポートをフォワーディング
ステートにすばやく移行する明示的なハンドシェイクによって、スパニングツリーの高速コンバー

ジェンスを実現します。

MSTPと RSTPは、既存のシスコ独自のMultiple Instance STP（MISTP）、および既存の Cisco
PVST+と Rapid Per-VLAN Spanning-Tree plux（Rapid PVST+）を使用して、スパニングツリーの動
作を改善し、（オリジナルの）IEEE 802.1Dスパニングツリーに準拠した機器との下位互換性を
保持しています。

スイッチスタックは、ネットワークのその他の部分に対しては単一のスパニングツリーノードに

見え、すべてのスタックメンバーが同一のスイッチ IDを使用します。

MSTP 設定時の注意事項
• spanning-tree modemstグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して、MSTをイ
ネーブルにすると、RSTPが自動的にイネーブルになります。

• UplinkFast、BackboneFast、クロススタック UplinkFastの設定のガイドラインについては、関
連項目のセクションの該当するセクションを参照してください。

•スイッチがMSTモードの場合は、パスコスト値の計算に、ロングパスコスト計算方式（32
ビット）が使用されます。ロングパスコスト計算方式では、次のパスコスト値がサポート

されます。

パスコスト値速度

2,000,00010 Mb/s

200,000100 Mb/s

20,0001 Gb/s

2,00010 Gb/s

200100 Gb/s
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関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）
MSTPの前提条件, （1ページ）

MSTPの制約事項, （2ページ）

スパニングツリーの相互運用性と下位互換性

オプションのスパニングツリー設定時の注意事項

BackboneFast
UplinkFast

ルートスイッチ

スイッチは、マッピングされているVLANグループのスパニングツリーインスタンスを保持して
います。スイッチ IDは、スイッチのプライオリティおよびスイッチのMACアドレスで構成され
ており、各インスタンスに関連付けられます。VLANのグループでは、最小のスイッチ IDをもつ
スイッチがルートスイッチになります。

スイッチをルートとして設定する場合は、スイッチプライオリティをデフォルト値（32768）か
らそれより大幅に低い値に変更し、スイッチが、指定したスパニングツリーインスタンスのルー

トスイッチになるようにします。このコマンドを入力すると、スイッチはルートスイッチのス

イッチプライオリティをチェックします。拡張システム IDをサポートしているため、24576とい
う値でスイッチが指定したスパニングツリーインスタンスのルートとなる場合、そのスイッチは

指定したインスタンスに対する自身のプライオリティを 24576に設定します。

指定されたインスタンスのルートスイッチに 24576に満たないスイッチプライオリティが設定さ
れている場合は、スイッチは自身のプライオリティを最小のスイッチプライオリティより 4096
だけ小さい値に設定します（4096は 4ビットスイッチプライオリティの最下位ビットの値で
す）。詳細については、関連項目の「ブリッジ ID、スイッチプライオリティ、および拡張システ
ム IDスイッチ」リンクを参照してください。

ネットワークが、拡張システム IDをサポートするスイッチとサポートしないものの両方で構成さ
れている場合、拡張システム IDをサポートするスイッチがルートスイッチになる可能性は低く
なります。古いソフトウェアを実行している接続スイッチのプライオリティよりVLAN番号が大
きい場合は常に、拡張システム IDによってスイッチプライオリティ値が増加します。

各スパニングツリーインスタンスのルートスイッチは、バックボーンまたはディストリビュー

ションスイッチでなければなりません。アクセススイッチをスパニングツリープライマリルー

トとして設定しないでください。

レイヤ 2ネットワークの直径（つまり、レイヤ 2ネットワーク上の任意の 2つのエンドステー
ション間の最大スイッチホップカウント）を指定するには、diameterキーワード（MSTインス
タンスが 0の場合のみ使用できる）を指定します。ネットワーク直径を指定すると、スイッチは
その直径を持つネットワークに最適な helloタイム、転送遅延時間、および最大エージングタイ
ムを自動的に設定します。その結果、コンバージェンスに要する時間が大幅に短縮されます。hello
キーワードを使用して、自動的に計算される helloタイムを上書きすることができます。
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関連トピック

ルートスイッチの設定（CLI）, （24ページ）
MSTPの制約事項, （2ページ）

ブリッジ ID、デバイスプライオリティ、および拡張システム ID

MST リージョン
スイッチをMSTインスタンスに加入させるには、同じMSTコンフィギュレーション情報を使用
して矛盾のないようにスイッチを設定する必要があります。同じMST設定の相互接続スイッチの
集まりによってMSTリージョンが構成されます。

MST設定では、それぞれのスイッチが属するMSTリージョンが制御されます。この設定には、
領域の名前、バージョン番号、MSTVLANとインスタンスの割り当てマップが含まれます。その
中でMSTリージョンの設定を指定することにより、リージョンのスイッチを設定します。MST
インスタンスにVLANをマッピングし、リージョン名を指定して、リビジョン番号を設定できま
す。手順と例については、関連項目の「MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化」リ
ンクをクリックします。

リージョンには、同一のMSTコンフィギュレーションを持った 1つまたは複数のメンバが必要で
す。さらに、各メンバは、RSTPブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）を処理できる必
要があります。ネットワーク内のMSTリージョンの数には制限はありませんが、各リージョンが
サポートできるスパニングツリーインスタンスの数は 65までです。インスタンスは、0～ 4094
の範囲の任意の番号で識別できます。VLANには、一度に 1つのスパニングツリーインスタンス
のみ割り当てることができます。

関連トピック

MSTリージョンの図, （9ページ）

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）
MSTPの前提条件, （1ページ）

MSTPの制約事項, （2ページ）

スパニングツリーの相互運用性と下位互換性

オプションのスパニングツリー設定時の注意事項

BackboneFast
UplinkFast

IST、CIST、CST
すべてのスパニングツリーインスタンスが独立しているPVST+およびRapidPVST+とは異なり、
MSTPは次の 2つのタイプのスパニングツリーを確立して保持しています。

• Internal Spanning-Tree（IST）は、1つのMSTリージョン内で稼働するスパニングツリーで
す。
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各MSTリージョン内のMSTPは複数のスパニングツリーインスタンスを維持しています。
インスタンス 0は、リージョンの特殊なインスタンスで、ISTと呼ばれています。その他す
べてのMSTIには、1～ 4094の番号が付きます。

ISTは、BPDUを送受信する唯一のスパニングツリーインスタンスです。他のスパニングツ
リーの情報はすべて、MSTP BPDU内にカプセル化されているMレコードに格納されていま
す。MSTP BPDUはすべてのインスタンスの情報を伝送するので、複数のスパニングツリー
インスタンスをサポートする処理が必要な BPDUの数を大幅に減少できます。

同一リージョン内のすべてのMSTインスタンスは同じプロトコルタイマーを共有します
が、各MSTインスタンスは独自のトポロジパラメータ（ルートスイッチ ID、ルートパス
コストなど）を持っています。デフォルトでは、すべての VLANが ISTに割り当てられま
す。

MSTIはリージョンにローカルです。たとえばリージョン Aおよびリージョン Bが相互接続
されていても、リージョン AのMSTI 1は、リージョン BのMSTI 1に依存しません。

• Common and Internal Spanning-Tree（CIST）は、各MSTリージョン内の ISTと、MSTリージョ
ンおよびシングルスパニングツリーを相互接続するCommon Spanning-Tree（CST）の集合で
す。

1つのリージョン内で計算されたスパニングツリーは、スイッチドドメイン全体を網羅する
CSTのサブツリーと見なされます。CISTは、IEEE802.1w、IEEE802.1s、および IEEE802.1D
標準をサポートするスイッチ間で実行されるスパニングツリーアルゴリズムによって形成さ

れます。MSTリージョン内の CISTは、リージョン外の CSTと同じです。

MST リージョン内の動作
ISTは 1つのリージョン内のすべてのMSTPスイッチを接続します。ISTが収束すると、ISTの
ルートは、CISTリージョナルルート（IEEE 802.1s標準が実装される以前は ISTマスターと呼ば
れた）になります。これは、リージョン内で最も小さいスイッチ ID、および CISTルートに対す
るパスコストをもつスイッチです。ネットワークに領域が1つしかない場合、CISTリージョナル
ルートは CISTルートにもなります。CISTルートがリージョンの外部にある場合、リージョンの
境界に位置するMSTPスイッチの 1つが CISTリージョナルルートとして選択されます。

MSTPスイッチは初期化時に、自身が CISTのルートおよび CISTリージョナルルートであること
を主張するために CISTルートと CISTリージョナルルートへのパスコストがいずれもゼロに設
定された BPDUを送信します。スイッチはすべてのMSTIを初期化し、そのすべてのルートであ
ることを主張します。スイッチは、ポート用に現在保存されているものより上位のMSTルート情
報（低いスイッチ ID、低いパスコストなど）を受信した場合、CISTリージョナルルートとして
の主張を放棄します。

リージョンには、初期化中に多くのサブリージョンが含まれて、それぞれに独自のCISTリージョ
ナルルートが含まれることがあります。スイッチは、優位の IST情報を受信すると、古いサブ
リージョンを脱退して、真の CISTリージョナルルートが含まれている新しいサブリージョンに
加入します。真の CISTリージョナルルートが含まれている以外のサブリージョンは、すべて縮
小します。

統合プラットフォームコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE 3.3SE（Catalyst 3850 スイッチ）

   OL-30686-01-J 7

複数のスパニングツリープロトコルの設定

IST、CIST、CST



正常な動作のためには、MSTリージョン内のすべてのスイッチが同じ CISTリージョナルルート
を承認する必要があります。共通の CISTリージョナルルートに収束する場合、そのリージョン
内にある 2つのスイッチは、1つのMSTインスタンスに対するポートの役割のみを同期させま
す。

関連トピック

MSTリージョンの図, （9ページ）

MST リージョン間の動作
ネットワーク内に複数のリージョンまたはレガシー IEEE 802.1Dスイッチが混在している場合、
MSTPは、ネットワーク内のすべてのMSTリージョンとすべてのレガシーSTPスイッチから構成
されるCSTを構築して保持します。MSTIは、リージョンの境界にある ISTと組み合わさり、CST
になります。

ISTはリージョン内のすべてのMSTPスイッチを接続し、スイッチドドメイン全体を囲む CIST
のサブツリーとして認識されます。サブツリーのルートは CISTリージョナルルートです。MST
リージョンは、隣接する STPスイッチおよびMSTリージョンへの仮想スイッチとして認識され
ます。

CSTインスタンスのみがBPDUを送受信し、MSTインスタンスはスパニングツリー情報をBPDU
に追加して隣接するスイッチと相互作用し、最終的なスパニングツリートポロジを算出します。

したがって、BPDU伝送に関連するスパニングツリーパラメータ（helloタイム、転送時間、最大
エージングタイム、最大ホップカウントなど）は、CSTインスタンスだけで設定されますが、そ
の影響はすべてのMSTインスタンスに及びます。スパニングツリートポロジに関連するパラメー
タ（スイッチプライオリティ、ポート VLANコスト、ポート VLANプライオリティなど）は、
CSTインスタンスとMSTインスタンスの両方で設定できます。

MSTPスイッチは、バージョン 3RSTPBPDUまたは IEEE802.1DSTPBPDUを使用して、レガシー
IEEE 802.1Dスイッチと通信します。MSTPスイッチは、MSTP BPDUを使用してMSTPスイッチ
と通信します。

関連トピック

MSTリージョンの図, （9ページ）

IEEE 802.1s の用語
シスコの先行標準実装で使用される一部のMST命名規則は、一部の内部パラメータまたはリー
ジョンパラメータを識別するように変更されました。これらのパラメータは、ネットワーク全体

に関連している外部パラメータと違い、MSTリージョン内でのみ影響があります。CISTはネッ
トワーク全体を網羅するスパニングツリーインスタンスのため、CISTパラメータのみ、内部修飾
子やリージョナル修飾子ではなく外部修飾子が必要です。

• CISTルートは、ネットワーク全体を網羅する一意のインスタンスのためのルートスイッチ
です。

統合プラットフォームコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE 3.3SE（Catalyst 3850 スイッ
チ）

8 OL-30686-01-J  

複数のスパニングツリープロトコルの設定

IST、CIST、CST



• CIST外部ルートパスコストは、CISTルートまでのコストです。このコストはMST領域内
で変化しません。MSTリージョンは、CISTへの単一スイッチと見なすことに注意してくだ
さい。CIST外部ルートパスコストは、これらの仮想スイッチ、およびどのリージョンにも
属さないスイッチの間で算出されるルートパスコストです。

• CISTリージョナルルートは、準規格の実装で ISTマスターと呼ばれていました。CISTルー
トが領域内にある場合、CISTリージョナルルートは CISTルートです。CISTルートがリー
ジョン内にない場合、CISTリージョナルルートは、リージョン内のCISTルートに最も近い
スイッチです。CISTリージョナルルートは、ISTのルートスイッチとして動作します。

• CIST内部ルートパスコストは、領域内の CISTリージョナルルートまでのコストです。こ
のコストは、ISTつまりインスタンス 0だけに関連します。

表 2：準規格と規格の用語

シスコ標準シスコ先行標準IEEE 標準

CISTリージョナルルートISTマスターCISTリージョナルルート

CIST内部パスコストISTマスターパスコストCIST内部ルートパスコスト

ルートパスコストルートパスコストCIST外部ルートパスコスト

インスタンスルートインスタンスルートMSTIリージョナルルート

ルートパスコストルートパスコストMSTI内部ルートパスコスト

MST リージョンの図
この図は、3個のMSTリージョンとレガシー IEEE 802.1Dスイッチ（D）を示しています。リー
ジョン 1の CISTリージョナルルート（A）は、CISTルートでもあります。リージョン 2の CIST
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リージョナルルート（B）、およびリージョン 3の CISTリージョナルルート（C）は、CIST内
のそれぞれのサブツリーのルートです。RSTPはすべてのリージョンで稼働しています。

図 1：MST リージョン、CIST マスター、および CST ルート

関連トピック

MSTリージョン, （6ページ）
MSTリージョン内の動作, （7ページ）
MSTリージョン間の動作, （8ページ）

ホップカウント

ISTおよびMSTインスタンスは、スパニングツリートポロジの計算に、コンフィギュレーション
BPDUのメッセージ有効期間と最大エージングタイムの情報を使用しません。その代わりに、IP
Time To Live（TTL）メカニズムに似た、ルートまでのパスコストおよびホップカウントメカニ
ズムを使用します。

spanning-treemstmax-hopsグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用することにより、
リージョン内の最大ホップを設定し、その値をリージョン内の ISTインスタンスとすべてのMST
インスタンスに適用できます。ホップカウントは、メッセージエージ情報と同じ結果になります

（再設定を開始）。インスタンスのルートスイッチは、コストが 0でホップカウントが最大値に

統合プラットフォームコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE 3.3SE（Catalyst 3850 スイッ
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設定されている BPDU（Mレコード）を常に送信します。スイッチは、この BPDUを受信する
と、受信した残りのホップカウントから 1を引き、生成するBPDUで残りのホップカウントとし
てこの値を伝播します。カウントがゼロに達すると、スイッチは BPDUを廃棄し、ポート用に維
持されている情報を期限切れにします。

BPDUのRSTP部分に格納されているメッセージ有効期間と最大エージングタイムの情報は、リー
ジョン全体で同じままであり、そのリージョンの境界に位置する指定ポートによって同じ値が伝

播されます。

境界ポート

シスコ先行標準の実装では、境界ポートは、RSTPが稼働する単一のスパニングツリーリージョ
ン、PVST+または Rapid PVST+が稼働する単一のスパニングツリーリージョン、または異なる
MSTコンフィギュレーションを持つ別のMSTリージョンにMSTリージョンを接続します。境界
ポートは、LAN、単一のスパニングツリースイッチまたはMST設定が異なるスイッチの指定ス
イッチにも接続します。

IEEE 802.1s標準では、境界ポートの定義はなくなりました。IEEE 802.1Q-2002標準では、ポート
が受信できる 2種類のメッセージを識別します。

•内部（同一リージョンから）

•外部（別のリージョンから）

メッセージが内部の場合、CISTの部分はCISTによって受信されるので、各MSTインスタンスは
個々のMレコードだけを受信します。

メッセージが外部である場合、CISTだけが受信します。CISTの役割がルートや代替ルートの場
合、または外部BPDUのトポロジが変更された場合は、MSTインスタンスに影響する可能性があ
ります。

MSTリージョンには、スイッチおよび LANの両方が含まれます。セグメントは、DPのリージョ
ンに属します。そのため、セグメントの指定ポートではなく異なるリージョンにあるポートは境

界ポートになります。この定義では、リージョン内部の 2つのポートが、別のリージョンに属す
るポートとセグメントを共有し、内部メッセージおよび外部メッセージの両方を 1つのポートで
受信できるようになります。

シスコ先行標準の実装との主な違いは、STP互換モードを使用している場合、指定ポートが境界
ポートとして定義されない点です。

レガシーSTPスイッチがセグメントに存在する場合、メッセージは常に外部と見なされます。（注）

シスコ先行標準の実装から他に変更された点は、送信スイッチ IDを持つ RSTPまたはレガシー
IEEE 802.1Qスイッチの部分に、CISTリージョナルルートスイッチ IDフィールドが加えられた
ことです。リージョン全体は、一貫した送信者スイッチ IDをネイバースイッチに送信し、単一
仮想スイッチのように動作します。この例では、Aまたは Bがセグメントに指定されているかど
うかに関係なく、ルートの一貫した送信者スイッチ IDが同じである BPDUをスイッチ Cが受信
します。
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IEEE 802.1s の実装
シスコの IEEE MST標準の実装には、標準の要件を満たす機能だけでなく、すでに公開されてい
る標準には含まれていない一部の（要望されている）先行標準の機能が含まれています。

ポートの役割名の変更

境界の役割は最終的にMST標準に含まれませんでしたが、境界の概念自体はシスコの実装に投影
されています。ただし、リージョン境界にあるMSTインスタンスのポートは、対応する CIST
ポートのステートに必ずしも従うわけではありません。現在、2つの境界の役割が存在していま
す。

•境界ポートがCISTリージョナルルートのルートポートである場合：CISTインスタンスポー
トを提案されて同期中の場合、対応するすべてのMSTIポートの同期を取り終わった後であ
れば（その後フォワーディングします）、その場合のみ合意を返信してフォワーディングス

テートに移行できます。MSTIポートには、特別なマスターの役割があります。

•境界ポートが CISTリージョナルルートのルートポートでない：MSTIポートは、CISTポー
トのステートおよび役割に従います。標準では提供される情報が少ないため、MSTIポート
が BPDU（Mレコード）を受信しない場合、MSTIポートが BPDUを代わりにブロックでき
る理由がわかりにくい場合があります。この場合、境界の役割自体は存在していませんが、

showコマンドで見ると、出力される typeカラムで、ポートが境界ポートとして認識されて
いることがわかります。

レガシーおよび規格スイッチの相互運用

準規格スイッチの自動検出はエラーになることがあるので、インターフェイスコンフィギュレー

ションコマンドを使用して準規格ポートを識別できます。スイッチの規格と準規格の間にリー

ジョンを形成することはできませんが、CISTを使用して相互運用することができます。このよう
な特別な方法を採用しても、失われる機能は、異なるインスタンス上のロードバランシングだけ

です。ポートが先行標準の BPDUを受信すると、CLI（コマンドラインインターフェイス）には
ポートの設定に応じて異なるフラグが表示されます。スイッチが準規格 BPDU送信用に設定され
ていないポートで準規格 BPDUを初めて受信したときは、Syslogメッセージも表示されます。

Aが規格のスイッチで、Bが準規格のスイッチとして、両方とも同じリージョンに設定されてい
るとします。AはCISTのルートスイッチです。BのセグメントXにはルートポート（BX）、セ
グメント Yには代替ポート（BY）があります。セグメント Yがフラップして BYのポートが代
替になってから準規格 BPDUを 1つ送信すると、AYは準規格スイッチが Yに接続されているこ
とを検出できず、規格 BPDUの送信を続けます。ポート BYは境界に固定され、Aと Bとの間で
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のロードランシングは不可能になります。セグメントXにも同じ問題がありますが、Bはトポロ
ジの変更であれば送信する場合があります。

図 2：規格および準規格のスイッチの相互運用

規格MST実装と準規格MST実装間の相互作用を最低限に抑えることを推奨します。（注）

単一方向リンク障害の検出

IEEEMST標準にはこの機能が存在していませんが、Cisco IOS Releaseには加えられています。ソ
フトウェアは、受信した BPDUでポートのロールおよびステートの一貫性をチェックし、ブリッ
ジングループの原因となることがある単方向リンク障害を検出します。

指定ポートは、矛盾を検出すると、そのロールを維持しますが、廃棄ステートに戻ります。一貫

性がない場合は、接続を中断した方がブリッジングループを解決できるからです。

次の図に、ブリッジングループの一般的な原因となる単方向リンク障害を示します。スイッチ A
はルートスイッチであり、スイッチBへのリンクでBPDUは失われます。RSTPおよびMSTBPDU
には、送信側ポートの役割とステートが含まれます。スイッチ Aはこの情報を使用し、ルータ A
が送信する上位 BPDUにスイッチ Bが反応しないこと、およびスイッチ Bがルートスイッチで
はなく指定ブリッジであることを検出できます。この結果、スイッチ Aは、そのポートをブロッ
クし（またはブロックし続け）、ブリッジングループが防止されます。

図 3：単一方向リンク障害の検出
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MSTP およびスイッチスタック
スイッチスタックは、ネットワークのその他の部分に対しては単一のスパニングツリーノードに

見え、すべてのスタックメンバーが与えられたスパニングツリーに同一のブリッジ IDを使用し
ます。ブリッジ IDは、アクティブスイッチのMACアドレスから取得されます。

MSTPをサポートしていないスイッチが、MSTPまたはリバースをサポートしているスイッチス
タックに追加されると、スイッチはバージョンが不一致の状態になります。可能な場合、スイッ

チは、スイッチスタックで実行中のソフトウェアと同じバージョンに自動的にアップグレードま

たはダウングレードされます。

IEEE 802.1D STP との相互運用性
MSTPが稼働しているスイッチは、IEEE 802.1D準拠のレガシースイッチとの相互運用を可能に
する組み込み型のプロトコル移行メカニズムをサポートします。このスイッチは、レガシー IEEE
802.1Dコンフィギュレーション BPDU（プロトコルバージョンが 0に設定されている BPDU）を
受信すると、そのポート上では IEEE802.1DBPDUのみを送信します。また、MSTPスイッチは、
レガシー BPDU、別のリージョンに関連付けられているMSTP BPDU（バージョン 3）、または
RSTP BPDU（バージョン 2）を受信することによって、ポートがリージョンの境界に位置してい
ることを検出できます。

ただし、スイッチが IEEE 802.1D BPDUを受信していない場合は、自動的にMSTPモードに戻り
ません。これはレガシースイッチが指定スイッチでない限り、レガシースイッチがリンクから削

除されたかどうか検出できないためです。このスイッチが接続するスイッチがリージョンに加入

していると、スイッチはポートに境界の役割を割り当て続ける場合があります。プロトコル移行

プロセスを再開するには（強制的にネイバースイッチと再びネゴシエーションするには）、clear
spanning-tree detected-protocols特権 EXECコマンドを使用します。

リンク上のすべてのレガシースイッチが RSTPスイッチであれば、これらのスイッチは、RSTP
BPDU同様にMSTP BPDUを処理できます。したがって、MSTPスイッチは、バージョン 0コン
フィギュレーションと TCN BPDUまたはバージョン 3 MSTP BPDUのいずれかを境界ポートで送
信します。境界ポートは、LAN、単一スパニングツリースイッチまたはMST設定が異なるスイッ
チのいずれかの指定のスイッチに接続します。

RSTP 概要
RSTPは、ポイントツーポイントの配線を利用して、スパニングツリーの高速コンバージェンスを
実現します。また、1秒未満の間に、スパニングツリーを再構成できます（IEEE 802.1Dスパニン
グツリーのデフォルトに設定されている 50秒とは異なります）。

ポートの役割およびアクティブトポロジ

RSTPは、ポートに役割を割り当てて、アクティブトポロジを学習することによって高速コンバー
ジェンスを実現します。RSTPはスイッチをルートスイッチとして最も高いスイッチプライオリ
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ティ（プライオリティの数値が一番小さい）に選択するために、IEEE802.1DSTP上に構築されま
す。RSTPは、次のうちいずれかのポートの役割をそれぞれのポートに割り当てます。

•ルートポート：スイッチがルートスイッチにパケットを転送するとき、最適なパス（最低
コスト）を提供します。

•指定ポート：指定スイッチに接続し、その LANからルートスイッチにパケットを転送する
とき、パスコストを最低にします。DPは、指定スイッチがLANに接続されているポートで
す。

•代替ポート：現在のルートポートが提供したパスに代わるルートスイッチへの代替パスを
提供します。

•バックアップポート：指定ポートが提供した、スパニングツリーのリーフに向かうパスの
バックアップとして機能します。バックアップポートは、2つのポートがループバック内で
ポイントツーポイントリンクによって接続されるか、共有 LANセグメントとの複数の接続
がスイッチにある場合に限って存在できます。

•ディセーブルポート：スパニングツリーの動作において何も役割が与えられていません。

ルートポートまたは指定ポートのロールを持つポートは、アクティブなトポロジに含まれます。

代替ポートまたはバックアップポートのロールがあるポートは、アクティブトポロジから除外さ

れます。

ネットワーク全体のポートの役割に矛盾のない安定したトポロジでは、RSTPは、すべてのルート
ポートおよび指定ポートがただちにフォワーディングステートに移行し、代替ポートとバック

アップポートが必ず廃棄ステート（IEEE 802.1Dのブロッキングステートと同じ）になるように
保証します。ポートのステートにより、転送処理および学習処理の動作が制御されます。

表 3：ポートステートの比較

ポートがアクティブトポロジに

含まれているか

RSTP ポートステー
ト

STP ポートステー
ト（IEEE 802.1D）

Operational Status

いいえ廃棄Blockingイネーブル

いいえ廃棄リスニングイネーブル

Yesラーニングラーニングイネーブル

YesForwardingForwardingイネーブル

いいえ廃棄ディセーブルディセーブル

Cisco STPの実装との一貫性を保つため、このマニュアルでは、ポートステートを廃棄ではなく
ブロッキングとして定義します。DPはリスニングステートから開始します。
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高速コンバージェンス

RSTPは、スイッチ、スイッチポート、LANのうちいずれかの障害のあと、接続の高速回復を提
供します。エッジポート、新しいルートポート、ポイントツーポイントリンクで接続したポー

トに、高速コンバージェンスが次のように提供されます。

•エッジポート：spanning-tree portfastインターフェイスコンフィギュレーションコマンド
を使用して RSTPスイッチでエッジポートとしてポートを設定した場合、エッジポートは
フォワーディングステートにすぐに移行します。エッジポートは Port Fast対応ポートと同
じであり、単一エンドステーションに接続しているポートだけでイネーブルにする必要があ

ります。

•ルートポート：RSTPは、新しいルートポートを選択した場合、古いルートポートをブロッ
クし、新しいルートポートをフォワーディングステートにすぐに移行します。

•ポイントツーポイントリンク：ポイントツーポイントリンクによってあるポートと別のポー
トを接続することでローカルポートが指定ポートになると、提案合意ハンドシェイクを使用

して他のポートと急速な移行がネゴシエートされ、トポロジにループがなくなります。

スイッチ Aがスイッチ Bにポイントツーポイントリンクで接続され、すべてのポートはブ
ロッキングステートになっています。スイッチ Aのプライオリティがスイッチ Bのプライ
オリティよりも数値的に小さいとします。スイッチAは提案メッセージ（提案フラグを設定
した設定 BPDU）をスイッチ Bに送信し、指定スイッチとしてそれ自体を提案します。

スイッチBは、提案メッセージの受信後、提案メッセージを受信したポートを新しいルート
ポートとして選択し、エッジ以外のすべてのポートを強制的にブロッキングステートにし

て、新しいルートポートを介して合意メッセージ（合意フラグを設定したBPDU）を送信し
ます。

スイッチ Aも、スイッチ Bの合意メッセージの受信後、指定ポートをフォワーディングス
テートにすぐに移行します。スイッチ Bはすべてのエッジ以外のポートをブロックし、ス
イッチ Aおよびルータ Bの間にポイントツーポイントリンクがあるので、ネットワークに
ループは形成されません。

スイッチ Cがスイッチ Bに接続すると、同様のセットのハンドシェークメッセージが交換
されます。スイッチCはスイッチBに接続されているポートをルートポートとして選択し、
両端がフォワーディングステートにすぐに移行します。このハンドシェーク処理を繰り返し

て、もう 1つのスイッチがアクティブトポロジーに加わります。ネットワークが収束する
と、この提案/合意ハンドシェイクがルートからスパニングツリーのリーフへと進みます。

スイッチスタックでは、Cross-Stack Rapid Transition（CSRT）機能を使用すると、ポートが
フォワーディングステートに移行する前に、スタックメンバで、提案/合意ハンドシェイク
中にすべてのスタックメンバーから確認メッセージを受信できます。スイッチがMSTモー
ドの場合、CSRTは自動的にイネーブルにされます。

スイッチはポートのデュプレックスモードによってリンクタイプを学習します。全二重ポー

トはポイントツーポイント接続と見なされ、半二重接続は共有接続と見なされます。

spanning-tree link-typeインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用すると、
デュプレックス設定によって制御されるデフォルト設定を無効にすることができます。
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図 4：高速コンバージェンスの提案と合意のハンドシェイク

ポートロールの同期

スイッチがそのルータのポートの 1つで提案メッセージを受信し、そのポートが新しいルート
ポートとして選択されると、RSTPによってその他すべてのポートが新しいルートの情報と強制的
に同期化します。

その他すべてのポートが同期化されている場合、スイッチはルートポートで受信した上位ルート

情報で同期化されます。スイッチのそれぞれのポートは、次のような場合に同期化します。

•ポートがブロッキングステートである。

•エッジポートである（ネットワークのエッジに存在するように設定されたポート）。

指定ポートがフォワーディングステートでエッジポートとして設定されていない場合、RSTPに
よって新しいルート情報と強制的に同期されると、その指定ポートはブロッキングステートに移

行します。一般的に RSTPがルート情報でポートを強制的に同期化し、ポートが上の条件を満た
していない場合、そのポートステートはブロッキングに設定されます。
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スイッチは、すべてのポートが同期化されたことを確認した後で、ルートポートに対応する指定

スイッチに合意メッセージを送信します。ポイントツーポイントリンクで接続されたスイッチが

ポートの役割で合意すると、RSTPはポートステートをフォワーディングにすぐに移行します。

図 5：高速コンバージェンス中のイベントのシーケンス

ブリッジプロトコルデータユニットの形式および処理

RSTP BPDUのフォーマットは、プロトコルバージョンが 2に設定されている点を除き、IEEE
802.1D BPDUのフォーマットと同じです。新しい 1バイトのバージョン 1の Lengthフィールドは
0に設定されます。これはバージョン 1のプロトコルの情報がないことを示しています。

表 4：RSTP BPDU フラグ

機能ビット

トポロジーの変化（TC）0

提案1

ポートの役割：

不明（Unknown）

Alternate port

Root port

Designated port

2～ 3:

00

01

10

11

ラーニング4
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チ）

18 OL-30686-01-J  

複数のスパニングツリープロトコルの設定

RSTP 概要



機能ビット

Forwarding5

合意6

トポロジー変更確認応答（TCA）7

送信側スイッチは RSTP BPDUの提案フラグを設定し、そのLANの指定スイッチとして自分自身
を提案します。提案メッセージのポートの役割は、常に DPに設定されます。

送信側スイッチは、RSTP BPDUの合意フラグを設定して以前の提案を受け入れます。合意メッ
セージ内のポートロールは、常にルートポートに設定されます。

RSTPには個別のトポロジ変更通知（TCN）BPDUはありません。TCフラグが使用されて、TCが
示されます。ただし、IEEE 802.1Dスイッチとの相互運用性を保つために、RSTPスイッチはTCN
BPDUの処理と生成を行います。

ラーニングフラグおよびフォワーディングフラグは、送信側ポートのステートに従って設定され

ます。

優位 BPDU 情報の処理

ポートに現在保存されているルート情報よりも優位のルート情報（小さいスイッチ ID、低いパス
コストなど）をポートが受け取ると、RSTPは再構成を開始します。ポートが新しいルートポー
トとして提案されて選択されると、RSTPは強制的にその他すべてのポートを同期化します。

受信した BPDUが、提案フラグが設定されている RSTP BPDUである場合、スイッチはその他す
べてのポートが同期化されてから合意メッセージを送信します。BPDUが IEEE 802.1D BPDUの
場合、スイッチは提案フラグを設定せずに、そのポートの転送遅延タイマーを起動します。新し

いルートポートでは、フォワーディングステートに移行するために、2倍の転送遅延時間が必要
となります。

ポートで優位の情報が受信されたために、そのポートがバックアップポートまたは代替ポートに

なる場合、RSTPはそのポートをブロッキングステートに設定し、合意メッセージは送信しませ
ん。DPは、転送遅延タイマーが失効するまで、提案フラグを設定してBPDUを送信し続け、転送
遅延タイマーの失効時に、ポートはフォワーディングステートに移行します。

下位 BPDU 情報の処理

指定ポートの役割を持つ下位 BPDU（そのポートに現在保存されている値より大きいスイッチ ID
、高いパスコストなど）を指定ポートが受信した場合、その指定ポートはただちに現在の自身の

情報で応答します。
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トポロジの変更

ここでは、スパニングツリートポロジの変更処理について、RSTPと IEEE 802.1Dの相違を説明
します。

•検出：IEEE 802.1Dでは、どのようなブロッキングステートとフォワーディングステートと
の間の移行でもトポロジの変更が発生しますが、RSTPでトポロジの変更が発生するのは、
ブロッキングステートからフォワーディングステートに移行する場合だけです（トポロジ

の変更と見なされるのは、接続数が増加する場合だけです）。エッジポートにおけるステー

ト変更は、TCの原因になりません。RSTPスイッチは、TCを検出すると、TCNを受信した
ポートを除く、エッジ以外のすべてのポートで学習した情報を削除します。

•通知：IEEE 802.1Dは TCN BPDUを使用しますが、RSTPは使用しません。ただし、IEEE
802.1Dとの相互運用性を保つために、RSTPスイッチは TCN BPDUの処理と生成を行いま
す。

•確認：RSTPスイッチは、指定ポートで IEEE 802.1Dスイッチから TCNメッセージを受信し
た場合、TCAビットが設定された IEEE 802.1Dコンフィギュレーション BPDUで応答しま
す。ただし、IEEE 802.1Dスイッチに接続されたルートポートで TC時間タイマー（IEEE
802.1Dのトポロジ変更タイマーと同じ）がアクティブであり、TCAビットが設定されたコン
フィギュレーション BPDUが受信された場合、TC時間タイマーはリセットされます。

この処理は、IEEE 802.1Dスイッチをサポートする目的でのみ必要とされます。RSTP BPDU
は TCAビットが設定されていません。

•伝播：RSTPスイッチは、DPまたはルートポートを介して別のスイッチから TCメッセージ
を受信すると、エッジ以外のすべてのDP、およびルートポート（TCメッセージを受信した
ポートを除く）に変更を伝播します。スイッチはこのようなすべてのポートでTC-whileタイ
マーを開始し、そのポートで学習した情報を消去します。

•プロトコルの移行：IEEE 802.1Dスイッチとの下位互換性を保つため、RSTPは IEEE 802.1D
コンフィギュレーションBPDUおよびTCNBPDUをポート単位で必要に応じて送信します。

ポートが初期化されると、移行遅延タイマーが開始され（RSTP BPDUが送信される最低時
間を指定）、RSTP BPDUが送信されます。このタイマーがアクティブである間、スイッチ
はそのポートで受信したすべての BPDUを処理し、プロトコルタイプを無視します。

スイッチはポートの移行遅延タイマーが満了した後に IEEE 802.1D BPDUを受信した場合、
IEEE 802.1Dスイッチに接続されていると想定し、IEEE 802.1D BPDUのみの使用を開始しま
す。ただし、RSTPスイッチが 1つのポートで IEEE 802.1DBPDUを使用していて、タイマー
が満了した後に RSTP BPDUを受信した場合、タイマーが再起動し、そのポートで RSTP
BPDUの使用が開始されます。

プロトコル移行プロセス

MSTPが稼働しているスイッチは、IEEE 802.1D準拠のレガシースイッチとの相互運用を可能に
する組み込み型のプロトコル移行メカニズムをサポートします。このスイッチは、レガシー IEEE
802.1Dコンフィギュレーション BPDU（プロトコルバージョンが 0に設定されている BPDU）を
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受信すると、そのポート上では IEEE 802.1D BPDUのみを送信します。また、MSTスイッチは、
レガシー BPDU、別のリージョンに関連付けられているMSTP BPDU（バージョン 3）、または
RSTBPDU（バージョン2）を受信することによって、ポートがリージョンの境界に位置している
ことを検出できます。

ただし、スイッチが IEEE 802.1D BPDUを受信していない場合は、自動的にMSTPモードに戻り
ません。これはレガシースイッチが指定スイッチでない限り、レガシースイッチがリンクから削

除されたかどうか検出できないためです。また、接続するスイッチがリージョンに加入している

と、スイッチはポートに境界の役割を割り当て続ける場合があります。

関連トピック

プロトコルの移行プロセスの再開（CLI）, （38ページ）

MSTP のデフォルト設定

表 5：MSTP のデフォルト設定

デフォルト設定機能

MSTPスパニングツリーモード

32768スイッチプライオリティ（CISTポートごとに設定可能）

128スパニングツリーポートプライオリティ（CISTポート
単位で設定可能）

1000 Mb/s：20000

100 Mb/s：20000

10 Mb/s：20000

1000 Mb/s：20000

100 Mb/s：20000

10 Mb/s：20000

スパニングツリーポートコスト（CISTポート単位で設
定可能）

3秒helloタイム

20秒転送遅延時間

20秒最大エージングタイム

20ホップ最大ホップカウント
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関連トピック

サポートされるスパニングツリーインスタンス

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）

MSTP 機能の設定方法

MST リージョン設定の指定と MSTP のイネーブル化（CLI）
2つ以上のスイッチを同じMSTリージョンに設定するには、その 2つのスイッチに同じVLAN/イ
ンスタンスマッピング、同じコンフィギュレーションリビジョン番号、同じ名前を設定しなけれ

ばなりません。

リージョンには、MST設定が同一である、1つ以上のメンバーを含めることができます。各メン
バーでは、RSTP BPDUを処理できる必要があります。ネットワーク内のMSTリージョンの数に
は制限はありませんが、各リージョンがサポートできるスパニングツリーインスタンスの数は65
までです。VLANには、一度に 1つのスパニングツリーインスタンスのみ割り当てることができ
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

MSTコンフィギュレーションモードを開始します。spanning-tree mst
configuration

ステップ 3   

例：

Device(config)#
spanning-tree mst
configuration

VLANをMSTIにマップします。instance instance-idvlan
vlan-range

ステップ 4   

• instance-idに指定できる範囲は、0～4094です。
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device(config-mst)#
instance 1 vlan 10-20

• vlanvlanに指定できる範囲は、1～ 4094です。

VLANをMSTIにマップする場合、マッピング
は増加され、コマンドに指定したVLANは、以
前マッピングしたVLANに追加されるか、そこ
から削除されます。

VLANの範囲を指定するには、ハイフンを使用しま
す。たとえば instance 1 vlan 1-63では、VLAN 1～
63がMSTインスタンス 1にマップされます。

一連のVLANを指定するには、カンマを使用します。
たとえば instance 1 vlan 10, 20, 30と指定すると、
VLAN10、20、30がMSTインスタンス 1にマップさ
れます。

コンフィギュレーション名を指定します。name文字
列の最大の長さは 32文字であり、大文字と小文字が
区別されます。

name name

例：

Device(config-mst)# name
region1

ステップ 5   

設定リビジョン番号を指定します。指定できる範囲

は 0～ 65535です。
revision version

例：

Device(config-mst)#
revision 1

ステップ 6   

保留中の設定を表示し、設定を確認します。show pending

例：

Device(config-mst)# show
pending

ステップ 7   

すべての変更を適用し、グローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-mst)# exit

ステップ 8   

MSTPをイネーブルにします。RSTPもイネーブルに
なります。

spanning-tree mode mst

例：

Device(config)#
spanning-tree mode mst

ステップ 9   

スパニングツリーモードを変更すると、すべてのス

パニングツリーインスタンスは以前のモードである

ため停止し、新しいモードで再起動するので、トラ

フィックを中断させる可能性があります。
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目的コマンドまたはアクション

MSTPと PVST+またはMSTPと Rapid PVST+を同時
に実行することはできません。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 10   

関連トピック

MSTP設定時の注意事項, （4ページ）

MSTリージョン, （6ページ）
MSTPの前提条件, （1ページ）

MSTPの制約事項, （2ページ）

スパニングツリーの相互運用性と下位互換性

オプションのスパニングツリー設定時の注意事項

BackboneFast
UplinkFast
MSTPのデフォルト設定, （21ページ）

ルートスイッチの設定（CLI）, （24ページ）
MSTPの制約事項, （2ページ）

ブリッジ ID、デバイスプライオリティ、および拡張システム ID
セカンダリルートスイッチの設定（CLI）, （26ページ）
ポートプライオリティの設定（CLI）, （27ページ）
パスコストの設定（CLI）, （29ページ）
スイッチプライオリティの設定（CLI）, （30ページ）
helloタイムの設定（CLI）, （32ページ）
転送遅延時間の設定（CLI）, （33ページ）
最大エージングタイムの設定（CLI）, （34ページ）
最大ホップカウントの設定（CLI）, （34ページ）
高速移行を確実にするためのリンクタイプの指定（CLI）, （35ページ）
ネイバータイプの設定（CLI）, （37ページ）
プロトコルの移行プロセスの再開（CLI）, （38ページ）

ルートスイッチの設定（CLI）
この手順は任意です。
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はじめる前に

マルチスパニングツリー（MST）が、スイッチで指定されて有効になっている必要があります。
詳細については、関連項目を参照してください。

指定されたMSTインスタンス IDも把握する必要があります。この例のステップ 2では、インス
タンス IDとして 0を使用します。これは「関連項目」で示されている手順によって設定されたイ
ンスタンス IDが 0であるためです。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

ルートスイッチとしてスイッチを設定します。spanning-treemst instance-id root
primary

ステップ 3   

• instance-idには、単一のインスタンス、ハ
イフンで区切られた範囲のインスタンス、例：

Device(config)# spanning-tree
mst 0 root primary

またはカンマで区切られた一連のインスタ

ンスを指定できます。指定できる範囲は 0
～ 4094です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

関連トピック

ルートスイッチ, （5ページ）

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）
MSTPの制約事項, （2ページ）

ブリッジ ID、デバイスプライオリティ、および拡張システム ID
セカンダリルートスイッチの設定（CLI）, （26ページ）
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セカンダリルートスイッチの設定（CLI）
拡張システム IDをサポートするスイッチをセカンダリルートとして設定する場合、スイッチプ
ライオリティはデフォルト値（32768）から 28672に修正されます。プライマリルートスイッチ
で障害が発生した場合は、このスイッチが指定インスタンスのルートスイッチになる可能性があ

ります。ここでは、その他のネットワークスイッチが、デフォルトのスイッチプライオリティの

32768を使用しているためにルートスイッチになる可能性が低いことが前提となっています。

このコマンドを複数のスイッチに対して実行すると、複数のバックアップルートスイッチを設定

できます。spanning-tree mst instance-idroot primaryグローバルコンフィギュレーションコマン
ドでプライマリルートスイッチを設定したときと同じネットワーク直径および helloタイム値を
使用してください。

この手順は任意です。

はじめる前に

マルチスパニングツリー（MST）が、スイッチで指定されて有効になっている必要があります。
詳細については、関連項目を参照してください。

指定されたMSTインスタンス IDも把握する必要があります。この例では、インスタンス IDとし
て 0を使用します。これは「関連項目」で示されている手順によって設定されたインスタンス ID
が 0であるためです。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

セカンダリルートスイッチとしてスイッチを設

定します。

spanning-treemst instance-idroot
secondary

例：

Device(config)# spanning-tree
mst 0 root secondary

ステップ 3   

• instance-idには、単一のインスタンス、ハ
イフンで区切られた範囲のインスタンス、

またはカンマで区切られた一連のインスタ

ンスを指定できます。指定できる範囲は 0
～ 4094です。

統合プラットフォームコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE 3.3SE（Catalyst 3850 スイッ
チ）

26 OL-30686-01-J  

複数のスパニングツリープロトコルの設定

セカンダリルートスイッチの設定（CLI）



目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）
ルートスイッチの設定（CLI）, （24ページ）

ポートプライオリティの設定（CLI）
ループが発生した場合、MSTPはポートプライオリティを使用して、フォワーディングステート
にするインターフェイスを選択します。最初に選択されるインターフェイスには高いプライオリ

ティ値（小さい数値）を割り当て、最後に選択されるインターフェイスには低いプライオリティ

値（高い数値）を割り当てることができます。すべてのインターフェイスに同じプライオリティ

値が与えられている場合、MSTPはインターフェイス番号が最小のインターフェイスをフォワー
ディングステートにし、他のインターフェイスをブロックします。

スイッチがスイッチスタックのメンバーの場合、spanning-tree mst [instance-id] port-priority
priorityインターフェイスコンフィギュレーションコマンドの代わりに、spanning-tree mst
[instance-id] cost costインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用し、フォワー
ディングステートにするインターフェイスを選択する必要があります。最初に選択させたい

ポートには、より小さいコスト値を割り当て、最後に選択させたいポートには、より大きいコ

スト値を割り当てることができます。詳細については、関連項目の下に表示されるパスコス

トのトピックを参照してください。

（注）

この手順は任意です。

はじめる前に

マルチスパニングツリー（MST）が、スイッチで指定されて有効になっている必要があります。
詳細については、関連項目を参照してください。

指定されたMSTインスタンス IDと使用されるインターフェイスも把握する必要があります。こ
の例では、インスタンス IDとして 0を使用し、インターフェイスとしてGigabitEthernet1/0/1を使
用します。これは「関連トピック」で示されている手順によってインスタンス IDとインターフェ
イスがそのように設定されているためです。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワー
ドを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface
GigabitEthernet1/0/1

ステップ 3   

ポートプライオリティを設定します。spanning-tree mst
instance-idport-priority priority

ステップ 4   

• instance-idには、単一のインスタンス、ハイフ
ンで区切られた範囲のインスタンス、またはカ例：

Device(config-if)#
ンマで区切られた一連のインスタンスを指定で

きます。指定できる範囲は 0～ 4094です。spanning-tree mst 0
port-priority 64 • priority値の範囲は 0～ 240で、16ずつ増加し

ます。デフォルト値は 128です。値が小さいほ
ど、プライオリティが高くなります。

使用可能な値は、0、16、32、48、64、80、96、
112、128、144、160、176、192、208、224、240
だけです。その他の値はすべて拒否されます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

show spanning-tree mstinterface interface-id特権 EXECコマンドは、ポートがリンクアップ動作可
能状態であるかどうかの情報のみ表示します。ポートがリンクアップ動作状態になっていない場

合は、show running-config interface特権 EXECコマンドを使用して設定を確認できます。

統合プラットフォームコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE 3.3SE（Catalyst 3850 スイッ
チ）

28 OL-30686-01-J  

複数のスパニングツリープロトコルの設定

ポートプライオリティの設定（CLI）



関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）
パスコストの設定（CLI）, （29ページ）

パスコストの設定（CLI）
MSTPパスコストのデフォルト値は、インターフェイスのメディア速度に基づきます。ループが
発生した場合、MSTPはコストを使用して、フォワーディングステートにするインターフェイス
を選択します。最初に選択されるインターフェイスには低いコスト値を割り当て、最後に選択さ

れるインターフェイスには高いコスト値を割り当てることができます。すべてのインターフェイ

スに同じコスト値が与えられている場合、MSTPはインターフェイス番号が最小のインターフェ
イスをフォワーディングステートにし、他のインターフェイスをブロックします。

この手順は任意です。

はじめる前に

マルチスパニングツリー（MST）が、スイッチで指定されて有効になっている必要があります。
詳細については、関連項目を参照してください。

指定されたMSTインスタンス IDと使用されるインターフェイスも把握する必要があります。こ
の例では、インスタンス IDとして 0を使用し、インターフェイスとしてGigabitEthernet1/0/1を使
用します。これは「関連トピック」で示されている手順によってインスタンス IDとインターフェ
イスがそのように設定されているためです。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワード
を入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。有効

interface interface-id

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet1/0/1

ステップ 3   

なインターフェイスには、物理ポートとポートチャネ

ル論理インターフェイスがあります。指定できるポー

トチャネルの範囲は 1～ 48です。
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目的コマンドまたはアクション

コストを設定します。spanning-tree mst
instance-idcost cost

ステップ 4   

ループが発生した場合、MSTPはパスコストを使用し
て、フォワーディングステートにするインターフェイ

例：

Device(config-if)#
スを選択します。低いパスコストは高速送信を表しま

す。
spanning-tree mst 0 cost
17031970 • instance-idには、単一のインスタンス、ハイフン

で区切られた範囲のインスタンス、またはカンマ

で区切られた一連のインスタンスを指定できま

す。指定できる範囲は 0～ 4094です。

• costの範囲は 1～ 200000000です。デフォルト値
はインターフェイスのメディア速度から派生しま

す。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

show spanning-tree mst interface interface-id特権 EXECコマンドによって表示されるのは、リンク
アップ動作可能状態のポートの情報だけです。そうでない場合は、showrunning-config特権EXEC
コマンドを使用して設定を確認してください。

関連トピック

ポートプライオリティの設定（CLI）, （27ページ）
MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）

スイッチプライオリティの設定（CLI）
スイッチのプライオリティを変更すると、スタンドアロンスイッチまたはスタック内のスイッチ

であるかに関係なく、ルートスイッチとして選択される可能性が高くなります。

このコマンドの使用には注意してください。通常のネットワーク設定では、spanning-tree mst
instance-idroot primaryおよび spanning-tree mst instance-idroot secondaryグローバルコンフィ
グレーションコマンドを使用し、スイッチをルートまたはセカンダリルートスイッチに指定

することを推奨します。これらのコマンドが動作しない場合にのみスイッチプライオリティを

変更する必要があります。

（注）

この手順は任意です。
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はじめる前に

マルチスパニングツリー（MST）が、スイッチで指定されて有効になっている必要があります。
詳細については、関連項目を参照してください。

使用する指定されたMSTインスタンス IDも把握する必要があります。この例では、インスタン
ス IDとして 0を使用します。これは「関連項目」で示されている手順によって設定されたインス
タンス IDが 0であるためです。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワード
を入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure

ステップ 2   

terminal

スイッチのプライオリティを設定します。spanning-tree mst
instance-idpriority priority

ステップ 3   

• instance-idには、単一のインスタンス、ハイフン
で区切られた範囲のインスタンス、またはカンマ例：

Device(config)#
で区切られた一連のインスタンスを指定できます。

指定できる範囲は 0～ 4094です。spanning-tree mst 0
priority 40960 • priorityの範囲は 0～ 61440で、4096ずつ増加し

ます。デフォルトは 32768です。この値が低いほ
ど、スイッチがルートスイッチとして選択される

可能性が高くなります。

使用可能な値は、0、4096、8192、12288、16384、
20480、24576、28672、32768、36864、40960、
45056、49152、53248、57344、61440です。これ
らは唯一の許容値です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 4   
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関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）

hello タイムの設定（CLI）
helloタイムはルートスイッチによって設定メッセージが生成されて送信される時間の間隔です。

この手順は任意です。

はじめる前に

マルチスパニングツリー（MST）が、スイッチで指定されて有効になっている必要があります。
詳細については、関連項目を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

すべてのMSTインスタンスについて、helloタイ
ムを設定します。helloタイムはルートスイッチに

spanning-tree mst hello-time
seconds

例：

Device(config)#

ステップ 3   

よって設定メッセージが生成されて送信される時

間の間隔です。このメッセージは、スイッチが活

動中であることを表します。
spanning-tree mst hello-time
4 secondsに指定できる範囲は 1～ 10です。デフォ

ルトは 3です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   
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関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）

転送遅延時間の設定（CLI）

はじめる前に

マルチスパニングツリー（MST）が、スイッチで指定されて有効になっている必要があります。
詳細については、関連項目を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

すべてのMSTインスタンスについて、転送時間
を設定します。転送遅延時間は、スパニングツリー

spanning-treemst forward-time
seconds

例：

Device(config)#

ステップ 3   

ラーニングステートおよびリスニングステートか

らフォワーディングステートに移行するまでに、

ポートが待機する秒数です。
spanning-tree mst
forward-time 25 secondsに指定できる範囲は 4～ 30です。デフォ

ルトは 20です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）
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最大エージングタイムの設定（CLI）

はじめる前に

マルチスパニングツリー（MST）が、スイッチで指定されて有効になっている必要があります。
詳細については、関連項目を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

すべてのMSTインスタンスについて、最大経過
時間を設定します。最大エージングタイムは、

spanning-tree mst max-age
seconds

例：

Device(config)# spanning-tree
mst max-age 40

ステップ 3   

スイッチが再設定を試す前にスパニングツリー設

定メッセージを受信せずに待機する秒数です。

secondsに指定できる範囲は 6～ 40です。デフォ
ルトは 20です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）

最大ホップカウントの設定（CLI）
この手順は任意です。
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はじめる前に

マルチスパニングツリー（MST）が、スイッチで指定されて有効になっている必要があります。
詳細については、関連項目を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

BPDUを廃棄してポート用に保持していた情報
を期限切れにするまでの、リージョンでのホッ

プ数を設定します。

spanning-tree mst max-hops
hop-count

例：

Device(config)# spanning-tree
mst max-hops 25

ステップ 3   

hop-countに指定できる範囲は 1～ 255です。
デフォルト値は 20です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）

高速移行を確実にするためのリンクタイプの指定（CLI）
ポイントツーポイントリンクでポート間を接続し、ローカルポートが DPになると、RSTPは提
案と合意のハンドシェークを使用して別のポートと高速移行をネゴシエーションし、ループがな

いトポロジを保証します。

デフォルトの場合、リンクタイプはインターフェイスのデュプレックスモードから制御されま

す。全二重ポートはポイントツーポイント接続、半二重ポートは共有接続と見なされます。MSTP
を実行しているリモートスイッチの単一ポートに、半二重リンクを物理的にポイントツーポイン
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トで接続した場合は、リンクタイプのデフォルト設定を無効にして、フォワーディングステート

への高速移行をイネーブルにすることができます。

この手順は任意です。

はじめる前に

マルチスパニングツリー（MST）が、スイッチで指定されて有効になっている必要があります。
詳細については、関連項目を参照してください。

指定されたMSTインスタンス IDと使用されるインターフェイスも把握する必要があります。こ
の例では、インスタンス IDとして 0を使用し、インターフェイスとしてGigabitEthernet1/0/1を使
用します。これは「関連トピック」で示されている手順によってインスタンス IDとインターフェ
イスがそのように設定されているためです。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。パス
ワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

設定するインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始

interface interface-id

例：

Device(config)# interface
GigabitEthernet1/0/1

ステップ 3   

します。有効なインターフェイスには、物理ポー

ト、VLAN、およびポートチャネル論理インター
フェイスがあります。VLAN IDの範囲は 1～
4094です。指定できるポートチャネルの範囲は
1～ 48です。

ポートのリンクタイプがポイントツーポイント

であることを指定します。

spanning-tree link-type
point-to-point

例：

Device(config-if)#

ステップ 4   

spanning-tree link-type
point-to-point
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）

ネイバータイプの設定（CLI）
トポロジには、先行標準に準拠したデバイスと IEEE802.1s標準準拠のデバイスの両方を加えるこ
とができます。デフォルトの場合、ポートは準規格デバイスを自動的に検出できますが、規格

BPDUおよび準規格 BPDUの両方を受信できます。デバイスとそのネイバーの間に不一致がある
場合は、CISTだけがインターフェイスで動作します。

準規格 BPDUだけを送信するようにポートを設定できます。ポートが STP互換モードになってい
ても、すべての showコマンドで準規格フラグが表示されます。

この手順は任意です。

はじめる前に

マルチスパニングツリー（MST）が、スイッチで指定されて有効になっている必要があります。
詳細については、関連項目を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモー

interface interface-id

例：

Device(config)# interface
GigabitEthernet1/0/1

ステップ 3   

ドを開始します。有効なインターフェイスに

は、物理ポートが含まれます。

ポートが準規格BPDUだけを送信できること
を指定します。

spanning-tree mst pre-standard

例：

Device(config-if)# spanning-tree
mst pre-standard

ステップ 4   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）

プロトコルの移行プロセスの再開（CLI）
この手順では、プロトコル移行プロセスを再開し、ネイバースイッチとの再ネゴシエーションを

強制します。また、スイッチをMSTモードに戻します。これは、IEEE 802.1D BPDUの受信後に
スイッチがそれらを受信しない場合に必要です。

スイッチでプロトコルの移行プロセスを再開する（隣接するスイッチで再ネゴシエーションを強

制的に行う）手順については、これらの手順に従ってください。

はじめる前に

マルチスパニングツリー（MST）が、スイッチで指定されて有効になっている必要があります。
詳細については、関連項目を参照してください。

コマンドのインターフェイスバージョンを使用する場合は、使用するMSTインターフェイスが
分かっている必要があります。この例では、インターフェイスとして GigabitEthernet1/0/1を使用
します。それが「関連項目」で示されている手順によって設定されたインターフェイスであるか

らです。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにし
ます。パスワードを入力します（要

求された場合）。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

スイッチがMSTPモードに戻り、プ
ロトコルの移行プロセスが再開され

ます。

次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 2   

• clear spanning-tree detected-protocols

• clear spanning-tree
detected-protocolsinterface interface-id

例：
Device# clear spanning-tree
detected-protocols

または

Device# clear spanning-tree
detected-protocols interface
GigabitEthernet1/0/1

次の作業

この手順は、スイッチでさらにレガシー IEEE 802.1Dコンフィギュレーション BPDU（プロトコ
ルバージョンが 0に設定された BPDU）を受信する場合に、繰り返しが必要なことがあります。

関連トピック

MSTリージョン設定の指定とMSTPのイネーブル化（CLI）, （22ページ）
プロトコル移行プロセス, （20ページ）

MST の設定およびステータスのモニタリング
表 6：MST ステータスを表示するコマンド

MSTリージョンの設定を表示します。show spanning-tree mst configuration

現在のMSTCIに含まれるMD5ダイジェストを表示しま
す。

show spanning-tree mst configuration
digest
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すべてのインスタンスのMST情報を表示します。

このコマンドは、リンクアップ動作可能状態の

ポートの情報を表示します。

（注）

このコマンドは、リンクアップ動作

可能状態のポートの情報を表示しま

す。

指定インスタンスのMST情報を表示します。

このコマンドは、ポートがリンクアップ動作可

能状態の場合にのみ情報を表示します。

（注）

show spanning-tree mst instance-id

指定インターフェイスのMST情報を表示します。show spanning-tree mstinterface
interface-id

MSTP に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

LAN Switching Command
Reference, Cisco IOS XE Release
3SE（Catalyst 3850 Switches）

スパニングツリープロトコルコマンド

標準および RFC

Title標準/RFC

—なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするすべてのMIB

統合プラットフォームコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE 3.3SE（Catalyst 3850 スイッ
チ）

40 OL-30686-01-J  

複数のスパニングツリープロトコルの設定

MSTP に関する追加情報

http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

MSTP の機能情報
変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS XE 3.2SE
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